
松
江
商
工
会
議
所

去
る
2
月
23
日
㈭
、

（
前
）大
塚
国
際
美
術
館
専

任
部
長
・
学
芸
室
室
長
の

平
田
雅
男
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、
合
同
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
員

に
限
ら
ず
、
沢
山
の
方
に

聴
講
を
呼
び
か
け
ま
し
た

と
こ
ろ
、
県
下
の
女
性
会
様
、
会
議
所

議
員
様
、
青
年
部
会
員
様
、
会
員
関
係

の
方
々
と
、
1
2
0
名
も
の
ご
来
場
を

頂
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平
田
雅
男
先
生
は
、
日
本
一
の
規
模

を
誇
る
大
塚
国
際
美
術
館
の
創
設
に
ご

尽
力
さ
れ
、
現
在
は
徳
島
文
理
大
学
総

合
政
策
学
科
、
み
や
び
芸
術
ア
カ
デ
ミ

ー
の
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
田
先
生
と
は
昨
年
の
全
国
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
徳
島
大
会
の
終
了

後
に
大
塚
国
際
美
術
館
を
訪
れ
た
際

に
、
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。
豊
富
な
学

術
的
知
識
、
巧
み
な
修
辞
、
さ
わ
や
か

な
弁
舌
で
、
分
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
解
説
で
、
世
界
初
の
陶
板
名
画

美
術
館
の
意
義
、
設
立
ま
で
の
ご
苦

労
、
1
0
0
0
点
を
超
え
る
西
洋
絵
画

の
流
れ
な
ど
を
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
時
に
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
島
根
に
是
非
行
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
一
言
が
今
回
の

講
演
に
繋
が
り
実
現
致
し
ま

し
た
。

講
演
会
タ
イ
ト
ル
は
、『
今

だ
か
ら
話
せ
る
美
術
館
創
立

の
裏
話
』、『
～
90
秒
で
相
手

の
心
を
と
ら
え
る
方
法
』
の

二
部
構
成
で
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
を
、
時
間
を
惜
し

む
よ
う
に
2
時
間
休
憩
も
な
し
で
熱
く

語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
一
流
と
呼
ば

れ
る
人
の
共
通
点
を
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
耳
に
痛
い
事
ば
か
り
で
し
た
が
目

指
そ
う
と
思
い
ま
す
。
先
の
約
束
か
ら

守
る
事
、
利
益
優
先
す
る
と
信
頼
を
失

い
ま
す
、
掃
除
好
き
、
自
慢
せ
ず
、
注

意
は
人
の
い
な
い
場
所
で
、
褒
め
る
時

は
人
の
前
で
、
一
般
教
養
人
に
な
り
ま

し
ょ
う
、
等
々
。
言
葉
一
つ
一
つ
が
深

く
心
に
残
る
も
の
ば
か
り
で
、
平
田
先

生
に
し
っ
か
り
と
心
を
と
ら
え
ら
れ
ま

し
た
。
奥
様
と
の
馴
れ
初
め
は
特
に
丁

寧
に
お
話
さ
れ
、
会
場
は
終
始
穏
や
か

な
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ご
夫
婦

で
到
着
後
、
商
工
会
議
所
の
入
口
の
商

工
神
社
に
手
を
合
わ
せ
て
下
さ
っ
た
事

に
も
感
動
致
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た
。

『
兆き

ざ

し
を
感
じ
た
ら
、

　
　
　
「
逃
」
げ
る
よ
り

「
挑
」
ん
で
下
さ
い
』

多
く
の
ご
参
加
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
事
業
委
員
会
／
清
水
洋
子

合 同 例 会 開 催

年会費15,000円●会員は松江商工会議所会員事業所の女性経営者並びに役員、もしくは同会員事業所に従事する女性社員。
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